「沈黙」 の 話 
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年に一度 くらいし か 生れない もので、 その 形 は 人頭 牛 

身、 ギリシャ 神話の ミ ノト— ルの 丁度 逆であって、 ま 

た、 ミ ノト— ル (牛 頭 人身) や サン ト— ル (人頭 馬身) 

が 兇猛な 怪物で あるに 反し、 「くだん」 は 一 種の 神性 を 

帯びて いる。 生れて 三年 間、 飲まず 食わず、 殊に 一言 

も 言葉 を 発せず、 神秘な 生存 を 続けて、 そして その 三 

年の 終りに、 世の 変異 を 予言して 死ぬ。 形が 人頭 牛 身 

であると ころから、 漢字に 綴つ て は 件 となし、 未来に 

対する 予言が 必定な ところから、 世俗 もこれ になら つ 

て、 証文な どに 「依 如 件」 と 書く ので ある。 

「くだん」 が もし 始終 饒舌って いたら、 その 予言の 価 



日 それ を 貪り 飲み、 その 効果で、 健康と 体力と を 維持 

する y J とに な つてい る。 

それ 故、 塩の 製法 を 余り 心得ぬ この 地方で は、 塩が 

重要な 商品と なって、 高価に 取引され る。 そして 一地 

方で 消費され た残リ は、 他の 地方に 送られる。 大きな 

塊り になされ て、 その 二 塊で 駱駝 一頭 分の 積 荷と なる。 

それが 次の 土地に 運ばれる と、 一 個が 人間 一 人で 持て 

るく らいの 大きさに 分割され る。 そして 其処で 消費 さ 

れた 残り は、 また 次の 土地に 送られる。 部落の 強健な 

男子が 集って、 塩の 一塊 を 頭に のせ、 隊を 組んで 出か 

ける。 長い 熊手 を 杖に もっていて、 疲れる とそれ によ 
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